
平成 2９年度未来図会議年間テーマ 

「はまって、かだって」に始まるノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり 

～障がいや個性などを意識することのない、誰もが暮らしやすいまち～ 

 

平成２９年度 第８回（東日本大震災後 第８4 回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 

平成 30 年 1 月 19 日(金) 13:30～15:30 

                         陸前高田市役所 4 号棟第 6 会議室 

次  第 

◆テーマ 

「 生きづらさ を乗り越えるために  

～つながり、はまかだ、ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりを考える～ 」 

 

１ 開 会 

２ 挨 拶 陸前高田市 民生部長兼保健課長 菅野利尚 

３ 内 容 

（１）未来図会議が目指してきたこと 

陸前高田市被災地絆（きずな・ほだし）づくりアドバイザー 岩室紳也 

 

（２）目には見えない生きづらさと向き合い続けて 

陸前高田市内在住 柴田 紗希 氏 

 

（３）参加者のみなさまと「はまってけらいん、かだってけらいん」  

⇒ テーマ：生きづらさを言える、乗り越えていけるためにできること 

      

４ その他連絡・アナウンス  

    

５ 閉 会 

 

【事務局：陸前高田市民生部保健課】 

 ※次回（第 85 回）：平成 30 年 2 月 16 日（金）13：30～15：30   

  ◆２月メインテーマ： 地域支え合い協議体について～情報共有とさらなる課題解決に向けて～ 

◆会場：陸前高田市役所 ４号棟３階第６会議室 



 

平成２９年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議の予定 

     

○日程 

 H30 年：3 月 23 日（金）13：30～15：30 はまかだスポットガイドについて 

 

 

 

○未来図会議の趣旨 

  住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の健康で文化的な生活及びノーマライ

ゼーションという言葉のいらないまちづくりの実現を目指し、震災からの復興に向けた地域に

とってよりよい体制づくりに寄与し続けられるよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期的

な展望を議論する。 

 

○大きな方向性 

・ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの推進 

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関、他地域との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c
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https://www.tokyo-jinken.or.jp/publication/tj_56_interview.htm

https://www.youtube.com/watch?time_continue=7&v=ao8L-0nSYzg
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東海新報 

平成 30年（2018年）1月 20日 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



東海新報 

平成 30年（2018年）1月 20日 

当事者の体験談 興味深く 本年度 8回目 保健医療福祉未来図会議 陸前高田 

 
▲ 心の生きづらさに向き合い続ける市民が体験談を語る時間も＝陸前高田市役所 

 

 陸前高田市の保健・医療・福祉関係者らが一堂に会する市保健医療福祉未来図会議は 19 日、高田町の市役所

で開かれた。本年度８回目の会議には、保健推進員や市社協職員、まちづくり協働センターの職員など約 30 人

が参加。目には見えない〝心の生きづらさ〟を抱える市民が自らの体験を語り、参加者たちが当事者の体験談を

興味深く傾聴した。 

 同会議は、市民誰もが人の輪の中に入り、自然と語らい合う雰囲気づくりを目指す「はまってけらいん、かだ

ってけらいん運動」（略称・はまかだ）を推進し、市が掲げる「ノーマライゼーションという言葉のいらないまち

づくり」の実現を目指そうと実施。震災後から数えると、今回で通算84回目の開催となった。 

 今回のテーマは「生きづらさを乗り越えるために～つながり、はまかだ、ノーマライゼーションという言葉の

いらないまちづくりを考える～」。市内在住の柴田紗希さん（27）が市被災地絆づくりアドバイザーの岩室紳也氏

との対談を通して、〝心の生きづらさ〟と向き合い続けてきた体験談を赤裸々に語った。 

 柴田さんは、未来図会議で話をしようと思った理由を説明したうえで、東日本大震災で家族を失ったことと、

仮設住宅での暮らしによるストレスが原因で、うつ病や摂食障害、不安障害を発症した経験を振り返った。 

 岩室氏は、発症までの経緯や、その際の精神状態、病院や家族といった周囲の対応などについて質問。柴田さ

んは、避難所から仮設に移った安心感や狭い仮設で家族と過ごすストレスで過食症になったこと、震災で亡くし

た家族に対して「自分が代わりに死んでいたら」という自責の念に駆られたことなどを答えた。 

 また、こうした〝心の生きづらさ〟を「家族以外と共有できなかった」と告白。夫には自分から障害があるこ

とを伝え、そのことをあっさりと受け入れてもらったことで、生きづらさを解消することができたことも紹介し

た。 

 柴田さんは、市内の育児サークルに参加する際、なるべく太陽の光を浴びるために歩いて通ったという。「日光

を取り込むのが元気の秘訣（ひけつ）だと思うので、それができないときは睡眠時間を長めに取ることにしてい

る」など、日々の生活で生きづらさを乗り越えるための工夫をしていたことも説明。参加者たちは感心した様子

でうなずくなど、当事者の話に真剣に耳を傾けていた。 












